
様 式 Ｃ－７－１

1. 機　関　番　号 1 4 6 0 3

3. 研 究 種 目 名

5. 課　題　番　号 2 3 3 8 0 0 5

6. 研 究 課 題 名

7. 研 究 代 表 者

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)

9.  研究実績の概要

　下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した

　「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立

　情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。

10. キーワード

　                                                                                                         (1) (2) (3) (4)

　                                                                                                   (5) (6) (7) (8)

イネ属遠縁交雑を阻害する胚乳QTL遺伝子の単離とヘテローシスへの展開

O.longistaminata

平 成 　23　年 度  ～  平 成   25　年 

奈良先端科学技術大学院大学

バイオサイエンス研究科 特任准教授

研 究 分 担 者 名

研 究 代 表 者 名
キノシタ テツ

木下 哲

職　  名

研　究　者　番　号

雑種

0

ヘテローシス（雑種強勢）や遠縁交雑は、育種における最も大きな課題の一つであり、
その分子機構の解明は急務である。最近の我々の研究から、イネにおける遠縁交雑を阻
害する要因として、エピジェネティックな胚乳発生制御機構が明らかになってきた。ま
た、ここで明らかになった分子機構は、提唱されているヘテローシスの分子機構と関連
が深い。本提案では、新規に開発した、年6度の戻し交配が可能なイネ栽培系を用い
て、アフリカ由来野生イネの遠縁交雑を阻害する胚乳のナチュラルバリエーション遺伝
子を順遺伝学的手法により同定し、機能解析する。これにより、従来法とは比較になら
ないスピードで野生イネの持つナチュラルバリエーションをイントログレッションし原
因遺伝子を同定する。雑種（ハイブリッド）胚乳のエピジェネティックな制御機構を明
らかにし、現在、世界的に研究がなされ明らかになりつつあるヘテローシス分子機構へ
の比較・展開を模索しつつ、分子育種技術に資することを目的としている。平成23年度
は主に、戻し交配の詰めの段階を行い、実験材料を確立した。得られたイントログレッ
ションラインは、O.longistaminataの第1染色体のボトムの部分を持ち、それ以外は日
本晴に置き換わっているものと考えられる。野生由来のゲノム断片をホモに持つ場合、
胚乳崩壊が起こることがこれまでに明らかになっているが、次世代シーケンサーを用い
てトランスクリプトームの読み取りを終えた。
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今後の研究の推進方策は、次世代シーケンサー解析の導入などで計画が若干遅れているものの変更点は特にない。
引き続き、O.longistaminata1番染色体ボトム部分を日本晴に戻し交配した準同質系統F2の胚乳崩壊に対して、遺伝
子座の同定と詳細な表現型の解析を行う。

③やや遅れている

（理由）当初計画を変更して、詳細な表現型解析や遺伝子の同定へ計画を進める前に、予定にはなかった次世代
シーケンサー解析を導入した。トランスクリプトームデータなど胚乳崩壊現象の分子機構を類推するための基礎的
情報を厚く得る事ができると考えている。
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